
（１）開催趣旨：県民の方々に福祉・介護業界を知る機会を提供し、福祉・介護の仕事に対す
る理解及びイメージアップにつなげるとともに、社会福祉施設、事業所等との
面談による就労の機会を提供し、就業の促進を図る。

（２）日程・会場：平成３１年３月１６日（土） ジェイテクトアリーナ奈良

（３）来場者数 ：１７８人 （前年度同時期より５１人増） →内、面談者数

（４）ブース数 ：６０法人（総合：２１、高齢：３４、障害：５）

（５）プログラム：
●｢ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ｣
①オープニングトーク
奈良県住みます芸人・十手リンジンが「ｳｴｱﾗﾌﾞﾙ介護ロボット」や 「奈良県福祉・介護事業所
認証制度」をPR。

②事業所プレゼン大会 （認証事業所20法人限定）
若手介護職員が壇上に集結し、事業所の魅力をPR。

③応援トーク
元NMB48の福本愛菜さんも加わり、「手織り体験」や「福祉事業所スウィーツ」をPR。

●「ｱﾘｰﾅｲﾍﾞﾝﾄ」
①面談会（60ブース） 福祉施設・事業所との、県下最大級の面談イベント
②業界体験ブース＜体験者数＞
認知症VR体験＜７２人＞、介護ﾛﾎﾞｯﾄ体験＜５８人＞、手織り体験＜５８人＞

③キャリア支援専門員（当ｾﾝﾀｰ所属）による業界研究セミナー ＜２５人＞
④資格・認証等相談ブ―ス＜介護福祉士、社会福祉士、看護師、認証、社会福祉協議会＞

（６）参加特典
１）先着１００名にスウィーツ甲子園奈良大会準グランプリスウィーツ
２）３ブース以上訪問者に、同大会グランプリケーキかクレープをプレゼント

・現在、橿原市当センター内で実施中のカフェ事業を、奈
良県女性センターと連携し、女性センター内で実施。

・女性求職者が集まりやすい同センターに開催地を拡大
し、求職者が事業所と直接つながる機会を拡充。

奈良県福祉人材センター

１．福祉のおしごとフェア（3/16）開催結果概要 ２．求職者増加に向けた新たな取り組み
（2019年度予定）

資料８

学生 一般 計

男性 １３ ３２ ４５
女性 ２２ ２８ ５０
計 ３５ ６０ ９５

介護ﾛﾎﾞｯﾄ

奈良県福祉人材センターの福祉・介護人材の確保対策について

認知症VR

（１）未来の職場とつながるカフェ（面談会）

・対象地域を、ﾊﾛｰﾜｰｸ奈良・ﾊﾛｰﾜｰｸ高田の管轄である
２地域とし、地域別就職フェアを開始。「ハローワークとの
連携事業」による、企画・広報面での協力を強化。

（３）地域別福祉の就職フェア

・求職者と福祉職場をつなぐ効果的な手段である職場体
験を、１日から可能（現在は２日間～）とする。

・求職者にとって福祉の職場をより身近なものとし、その
雰囲気やｻｰﾋﾞｽ内容に触れる機会を拡充する。

（４）福祉の職場体験事業

・「子育て世代の女性」「セカンドキャリア層」等をターゲット
と想定し、県とも連携し、介護の魅力発信を強化。

●子育て世代の女性

子育てママ向けフリーペーパーへの広告記事掲載、女
性のライフプランを考えるセミナー等の実施を検討。
●セカンドキャリア層

定年退職後のセカンドキャリア層も対象となる、県実施
「介護に関する入門的研修」と連携し、その参加者を開拓
するためのパンフレットの作成を検討。

（５）ターゲットを想定した介護人材の参入促進 （公募申請中）

・奈良労働局主催の「あなたを待ってる仕事フェスタ」にて
「福祉・保育のおしごと体験ブース」を拡充出展。同事業
のターゲット「若年潜在求職者」掘り起こしを強化。

（２）「あなたを待ってる仕事フェスタ」（奈良労働局）

手織り
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